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いよいよ夏休みですね。部活や勉強、家族や仲間との楽しい計画など、いろいろ忙しいと思いますが、ちょっとしたす

き間の時間を利用して、読書も楽しんでください。 

 

 

『上と外』全 2巻 

恩田 陸 著 幻冬舎 913/オ 

両親が離婚し、父方の祖父母と暮らす中学生の練。夏休みに普段は離れて暮らす母と妹の千華子ととも

に、考古学者の父が暮らす中米のＧ国へやってきた。ところが、遺跡見学に向かうヘリコプターに乗ってい

る最中、クーデターに巻き込まれ、練と千華子はヘリコプターから落下し、ジャングルの中へ。ふたりの運

命は┅。 

 

『メディチ家の紋章』全２巻 

テリーザ・ブレスリン著 小峰書店 933/ブ 

 ルネサンス時代（14世紀～16世紀）のイタリアが舞台。物語の冒頭は、いきなり、少年が悪党に追われ

て、必死に逃げている場面。そして少年は川に落ちてしまうが、旅の途中のすごい人の一行に助けられる。

そのすごい人とはあのレオナルド・ダ・ヴィンチ！ 少年は、ジプシーなのだが、そのことをダ・ヴィンチた

ちには隠して、マッティオと名乗る。ダ・ヴィンチはそんなマッティオを弟子とし、いつもそばにおいた。

しかし、絶えずつきまとう殺人、陰謀、そして復讐。一体そこにはどんな秘密があるのか┅。 

 

読みたい本が見つからない┅そんな時の強い味方、ブックガイド 

『世界を知る 101冊 ― 科学から何が見えるか』 

海部 宣男 著 岩波書店 404/カ 

 天文学者として多くの功績を残している著者は、「科学とは世界を知ること」という立場で科学書の書評を

書いておられるそうです。不確実なことが多い世の中、信頼のおける科学書を読むためのガイドとしておす

すめします。 

 

『13歳からの絵本ガイド』 

金原瑞人・ひこ田中 監修 西村書店 019/ジ 

 中学校の図書室に絵本はあまりないのですが、それでもこれはいい絵本だなと思うものは購入しています。

残念なことにあまり読まれていませんが┅。でも絵本だからこそ心に響く本はたくさんあります。この本を片

手に絵本を楽しんでください。 

 

図書だより ライブラリーニュース 
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夏休みは長編小説に挑戦しよう！ 

 



青少年読書感想文全国コンクール 

感動を伝えよう！ 

コンクールに出品する作品をお待ちしています。詳しくは今井先生か学年の国語の先生へ。 

 

『105度』 

佐藤 まどか 著 あすなろ書房 913/サ 

 祖父と同居するため引っ越しし、中高一貫校に編入した中３の真
しん

。椅子職人だった祖父の影響で、椅子に強

い関心を持っている。転校早々、学校図書館で椅子のデザイン集を見ていると、スラックスをはいたボーイッ

シュな女子生徒が現れ┅。 

『太陽と月の大地』 

コンチャ・ロペス=ナルバエス著 福音館 963/ロ 

 16世紀のスペイン。イスラム教徒が暮らす地域を、キリスト教徒の国が制圧し、イスラム教徒に対し、改

宗するか、国外追放かを迫り、国内は混乱。そんな時代に生きた領主の娘マリアと、この地で暮らす農民の子

エルナンドの悲恋の物語。 

『千年の田んぼ』 

石井 里津子 著 旬報社 616/イ 

 山口県萩市の沖合に浮かぶ見島は自衛隊のレーダー基地もある小さな国境の島。著者の研究から、この島の

田んぼとため池が千年以上前に作られたものであることが分かってきました。千年前の人々の知恵とそれを

代々受け継いだ人々の思いを！ 

 

８月は戦争と平和について考えよう 

 

『大久野島からのバトン』 

今関 信子 著 新日本出版 913/イ 

 キリスト教系の学校に通う中２の香織は部活動のワークキャンプで広島へ。平和祈念資料館を見学し、そ

して大久野島へ。うさぎ島として有名ですが、実はこの島、過去には地図から消されたこともありました。

香織たちは、どんなバトンを受け継ぐことになるのでしょうか┅。 

 

『あんずの木の下で』 

小手鞠 るい 著 原書房 210/コ 

副題は「体の不自由な子どもたちの太平洋戦争」。この本に登場する明光学校はその当時、日本で唯一の肢

体不自由児のための学校でした。戦争が激しくなる中、長野県へ学校全体で疎開します。体の不自由な子ど

もたちの戦時中の様子が分かる数少ない本です。ぜひ。 

 



主人公は同世代。 夏休みはＹＡ小説を読もう!! 

 

 

『奮闘するたすく』 

まはら 三桃 著 講談社 913/マ 

 ５年生の佑
たすく

は、担任の先生から夏休みの宿題として、介護施設やデイサービスの様子をレポートするよう

に言われる。佑の祖父は、最近、デイサービスを利用するようになっていたのだった。そして、仲良しの一平

とデイサービスに行くが┅。 

『14歳の水平線』 

椰月 美智子 著 双葉社 913/ヤ 

 最近イライラすることが多い加奈太は 14歳。夏休みは父の実家がある天徳島へ。そこで中 2男子限定ミ

ステリーツアーに参加することに。初めて出会う 5人と神様の島と呼ばれるこの島で過ごす 5日間。加奈太

にどんなことが待っているのか┅。 

『世界でいちばん長い写真』 

誉田 哲也 著 光文社 913/ホ 

中３の宏伸は、幼馴染の洋輔が引っ越してからなんだか冴えない。写真部の活動にも身が入らず、部長から叱

られてばかり。そんなある日おじいさんが、ごっつい不思議なカメラを預かった。これは一体…。その日から

宏伸の毎日は一変した。3年生課題図書。ついに映画化！ 

 

『百年後、ぼくらはここにいないけど』 

 長江 優子 著 講談社913/ナ 

 中３の健吾は、地理歴史部の副部長。この部は、まったりしていて居心地がよいが、部員が少なく廃部の危

機に瀕している。そこで、秋の学習発表会に、地元・渋谷の百年前のジオラマを作成することに。ところが部

長が、急に転校し┅。 

 

『双月高校、クイズ日和』 

青柳 碧人 著 講談社 913/ア 

 何よりクイズを愛する鹿川幸彦はクイズ同好会「ヒポクラテス・クラブ」を作り、部員を募集。集まったの

は個性豊かなメンバーたち。目指すは全国高校生クイズ大会のはずが、次々と問題発生！ついに同好会の存続

を賭け、熱い夏が始まった！ 

 

『ダーウィンと出会った夏』 

ジャクリーン・ケリー著 ほるぷ出版 933/ケ 

1899 年、新世紀目前のテキサス。７人兄弟の真ん中で唯一の女の子のキャルパーニアは 11歳。好奇心が旺

盛で、なかなかの観察眼の持ち主です。そしてその夏、おじいさんの共同研究者となり、科学のおもしろさに

目覚めていきます。続編 『ダーウィンと旅して』 もあります。 

ＹＡ小説のＹＡとは Young Adulthoodの略。 

自分ではもう子どもではないと思っているが、周囲からはまだ大人と認められていない時期のこ

と。 

 



書いていますか? 読書記録 

皆さんは読書記録をつけていますか。３年生の国語の教科書にはノーベル賞作家・大江健三郎さんが 13

歳の時から読書記録をつけているという新聞記事からの引用が載っています。 

 どんなに感動しても時間が経つとその記憶は薄れてしまいます。感想や心に残った表現を書いておくと、

読みが深まりますし、書くことで記憶が確かなものとなります。国語の時間に、本のＰＯＰを作ったり、ビ

ブリオバトルをすることもあるでしょう。そんな時にも、読書記録があると、とても便利です。 

書く内容は、日付や感想、本のデータ（書名だけでなく、著者や出版社、発行日など）はもちろんです

が、読みたくなった理由や、好きな言葉や一文（引用部分のページを書いておくとよい）、また、登場人物た

ちの名前や年齢なども書いておくといいかもしれません。 

こうして書いた読書記録は、将来、それを読み返した時、その時の自分に出会えます。読書記録は未来の

自分へメッセージを送ることができるのです。続けるコツは簡単でもいいから読み終えたらできるだけ早く

書くこと。さあ、今読んでいる本が読み終わったらさっそく始めましょう。 

 

 

 

『はじめての哲学』 

石井 郁男 著 あすなろ書房 130/イ 

哲学というと、難しい言葉が出てきて、ますます頭がこんがらかる┅と思っている人は多いと思います。こ

の本は、有名な哲学者14 人の人生をたどりながら、その思想を学ぶという、哲学の入門書です。ぜひ！ 

 

『「食べられる」科学実験セレクション』 

尾嶋 好美 著 SBクリエイティブ 407/オ 

 料理をしたりやお菓子を作った時、もっとおいしく、きれいに作れないかなぁと思ったことはありません

か。調理している時科学的に起こっていることを知れば、失敗は減らせるかも。夏休みはぜひ読んで、挑戦

を！ 

 

『ビーカーくんのゆかいな化学実験』 

うえたに夫婦 著 誠文堂新光社 432/ウ 

 『ビーカーくんとそのなかまたち』の続編。いよいよ実験です。まずは、実験に対する心得や安全に実験す

るために注意すること、実験器具の取り扱い方から入ります。さあ、ビーカーくんたちと実験を！ 

 

『家の中のすごい生きもの図鑑』 

久留飛 克明 著 山と渓谷社 480/ク 

 この本には、家の中やその周りなどでよく見かける嫌な虫から要注意のものまで、64種が載っています。

さて、この本の中で、苦手なものが「先の不安」と記された生きものは一体何でしょう。答えは本で。 

 

暑い日が続きますが、元気に楽しくそして有意義な夏休みを…。 

文学以外の本を楽しむ。知ることは楽しい。 


